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このうち、年譜の増補は、江戸中期 おける日本史知識の流布状況という大きな文脈において検討の価値を有するものの 典拠となる史料等を提示し いるわけではなく、
江戸期の知識人一般がなし得る作業であったとみられる。一方、








































































































































































































































































































































































































































































 みきいかミのがうは、はうふかねなかゝゆいりやうなり 阿忍そのごけとして、ぶんゑいねんぢうに御はいぶんにあづかるところなり、かのてらはくげぶけの御 たうならびにせんそのほたい ねなかゝけ やうをなして、阿忍がごしやうをとふらわんかために、
うぢてらをせんいんにこうきやうして、

















































































































































三反御だうのしきち、しんさくあり、ならび くりばやし御だう うへ あり
一

























































































































































































































































































於戯、禪尼護持霊山附囑、信心堅確、改興於寺焉、寄附於地焉、其功德、實盡未來際不盡矣、正和以降 屡經沿革、則地之不 固其理 何傷 可謂萬世大檀那也已矣、然而禪尼諱日 唯識日月而 失其年 惜哉 若以寄附帖之年月日、易之、庶幾乎 其不失邪 不則月諱雖奠之、至乎年諱遠諱 則竟不奠矣、後哲撰焉
●
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































豈二十一世而止哉、祖堂有舊牌子、題曰当山廿三世量外壽樿師、蓋遷化于当寺也、不識日月、然百年外之物也、且夫吾安國、永德以來、位上諸山、爲推轂出世之甲刹矣、按吾宗耆宿 初奉命於諸山 而十刹五山次第轉移、至建長南襌極矣、其如是轉移、則其住者、或一年或二年 不可久住矣、蓋有剋期也 北條足利之間爲盛矣、然則其初奉
　
命於當寺視篆者、亦往々不鮮矣、非若今之一僧永
































































































































　 　　 　　 　　　　　
─
　　　
前東福見丹波州瑞岩幹山和尚撰頂相贊
　　　　　　　　　　　　　　
─
┐───────────┌二十世雪渓戒和尚 ┘　　　 　　　　
─
　　　
前東福龍潭見和尚撰頂相贊、以上詳于本録、故略于此
　　　　　　　
─
┐───────────────────────
───└
┌廿一世澧州麗和尚 ┘┐──┌廿二世大雅文和尚　　　
佛殿山門改成瓦屋根庫裡改建
　
廿三世物外接和尚
　
廿四世物道先和尚
　
廿五世象嶽田和尚
　
廿六世心田匡和尚
　
廿七世盤山寔和尚
　
廿八世泰嶺覚和尚
　
廿九世策堂元策和尚
　
丗世大定信孟和尚
　
丗一世香林玄榮和尚
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